


 技 術 情 報

スズメノカタビラ、メヒシバ、オヒシバ、イヌビエ、カヤツリグサ科、ハキダメギク、イヌホオズキ
ハルタデ、サナエタデ、エノキグサ、アカザ、トウダイグサ、ナズナ、グンバイナズナ、オオバコ
スベリヒユ、イヌビユ、オオイヌノフグリ、ホトケノザ、その他一年生雑草

●光要求型除草剤で、光のある条件下のみで効果が発現します。
●接触型除草剤なので、土壌表層に形成された薬剤処理層を雑草の幼芽部が通過する際、薬剤に接触
　し褐変枯死します。
●土壌中の移動性がきわめて小さく、土壌表層に薬剤処理層を作りやすい。
●根部からの吸収は小さく、植物体はほとんど影響を受けません。

ダイヤメート水和剤の作用性

試 験 場 所：
対 象 雑 草：

供 試 芝 草：

土 壌 条 件：
処 理 日 ：
調 査 日 ：

西日本グリーン研究所
スズメノカタビラ、（キク科：オオアレチノギク、ヒメムカシヨモギ、チチ
コグサ、オニノゲシ）
コウライシバ（密張造成後、ゴルフ場のグリーンと同様の管理状態）造成
2年後の芝。
砂壌土で腐植をやや含む。pH 4.7。
昭和50年10月22日（雑草発生前）
昭和50年12月22日（60日後）
昭和51年 3月20日（150日後）

適用性試験

主な適用雑草一覧


